
i 自社の、強みi可視化、、--.1 Iノ1-'1‘品
三かをこ着のまをすゃい 2巧 1事知 資え引源と産顧許
三ら可の率結と、癒ぃ、て人次ト例的フ産る先 O なは客や人

訂有家主異議認tbjS袋長桂子警茶室長音τ岳協45
三フすにが客客資のコい営は書介をラ報しにをに業関ン技
三オるもつ数に産空 lシす 、士さ生ム告た伝、見の係ド術
三 i報、た vア経間ヒャる担事れか第 書もえ金え競な 、を
三ム告企」客ピ営な lン理当務たし 1L-のる融な争ど経は
三業書業と単 l報どでフ。容し所。た部だがた機い力の営じ
三者のの説価ノレ告のも 1室たのエ経で。「め関経の知理め
三の特強明 、 。書強て技に夫中フ営は 知"や営源的念
三事性み O定そにみな術つ婦島オの 、 的見取資泉資、特

三た応い「提ツ賀要営議 しれ「トとす骨築り以す「が金梅イ l 述業
三。援ー滋言ト県望報会梅たて中が 、るでけ、外る自パ融村スデ第べ承
三 し歩賀 0 を版し告本村。い小強知大ある金にこ社ネ公県カイ 2た継
三 てを県フ作報た書会県 つ企調的きる」融企とのラ庫議ツネ部 O に
三 い踏のオ成告ほ作議議 て業さ資な中「機業が強!やのシ 1は も
三 く之中 lす書か成では ほ支れ産取 Ii、日関 重みを県ほヨ夕 、 活
三 」台小ラる」、ペ J 、今 し援、経り五本と合要を務職かン 1盛 用
三 と出企ムこの簡の、知年 い策盛営組業経尼 5虫」把め員、がに武 で
三 語せ業後とフ易支的 2' L-に武のみが済霜み、「握たの日行パ会 き
三 つるがになオな援資月 と生会メ」活の関び決し d代本わネ長 た
てよ力はど 1---，策産の 念か長り/な性屋係分算発 l世表政れルを
いう強、をマ滋を経県 願さは、y ど化台がか書信夫ら策、デコ

日刊躍罰 20.14年(平成26年)6月10日(火曜日)霧行P日月乏きご

T

経
営
理
念
や
人
材
な
ど
、
決

算
書
に
は
表
れ
な
い
資
産
を
生

か
す
「
知
的
資
産
経
営
」
が
注

目
を
集
め
で
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
公
明
党
滋
賀
県
本
部
中
小

企
業
局
(
加
藤
和
孝
局
長
H
甲

賀
市
議
)
は
こ
の
ほ
ど
、
大
津

市
内
で
「
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
盛
大
に
開
催
し
た
。
こ
れ
に

党
滋
賀
県
本
部

は
、
知
的
資
産
経
営
の
普
及
に

附
カ
を
注
ぐ
梅
村
正
党
県
代
表
、

粉
川
清
美
の
両
県
議
や
、
後
援

し
た
県
行
政
書
士
会
の
盛
武
隆

会
長
ら
が
出
席
。
約
1
2
0人

の
経
営
者
ら
が
参
加
し
、
理
解

を
深
め
た
。

O 

Aa 知
的
資
産
経
営
の
魅
力
が

紹
介
さ
れ
た
党
滋
賀
県
本

部
の
フ
ォ
J
ラ
ム

effort2
長方形

effort2
長方形

effort2
線

effort2
線

effort2
線


